
＝ ２期目も「市民目線」で積極的に質問･政策提起してきました ＝
古屋まさお市議の議会活動〈平成25年5月～平成28年12月〉

◆第９代「副議長」に就任（平成２５年５月１５日～平成２６年６月２６日）
◇教育民生常任委員会　委員長（平成２７年６月～平成２７年６月）
◇決算特別委員会　委員長（平成２７年９月定例会）
※副議長は本会議での質問は自粛されておることから、就任期間中は会派の代表質問者に質
問事項を託しました。
◇特別会計の国保財政調整基金と一般会計からの法定外繰入金について
◇医療費を抑制する対策について
◇介護老人施設への入所待機問題の対策について
◇山梨市のまちづくりについて
◇公共施設は白書について
◇クリーンエネルギーの推進について
◇市長が掲げる「元気創造プロジェクト」の推進等について・・・等々

　Ｈ２６年９月議会（代表質問）

◇平和行政の推進について
・核兵器廃絶平和都市宣言に対する市長の考え方
・平和行政の推進の具体的な取り組み
◇財政の健全化の取り組み
◇公共施設の管理運営および今後の公共施設のあり方について
・Ｈ２８年度には公共施設等総合管理計画の公表について
◇市立産科医建設について
◇職員の人材育成および新規採用等について
・男女雇用機会均等法に基づく、夫婦共稼ぎが続けられる職場環境整備について
・再任用制度の推進について
・新規採用者、保健士、保育士、栄養士、建築士等専門職の充実を
◇岩手橋等周辺整備と市道七日市場１号線の強化推進について
※市は平成３１度開通予定西関東連絡道路岩出ランプ意識し、岩手橋の架け替えを含め、甲
州市との連絡強化型幹線に位置付けられている甲州市と連携し、県に働きかけていく。
◇甲府・峡東地域ごみ処理施設の操業について
・輸送体制と中継基地建設の財政措置のあり方
・ゴミ処理取集回数、袋の価格の統一
◇ごみの減量化とエコ推進の取り組み（水切り運動の推進）

Ｈ２６年１２月議会（一般質問）

◇牧丘、三富地域の小学校の統合方法、スケジュールについて
◇三富保育園のあり方・統合について
◇中期財政見通に基づく財源確保、収入増対策について
・未利用地の売却の考え方（雑種地、宅地、水道施設未利用地）
◇任期付職員の採用と給与の特例に関する条例について
◇市立産科医の基本構想について
・医療施設の整備内容と産後ケア施設の考え方
◇過疎地域の除雪機の配備および購入補助を提案
※前向きに検討する

Ｈ２７年３月議会（一般質問）

◇地域資源〈葡萄等〉を活用したワイン特区のまちづくりを提案
※今後はワイナリーリゾート構想など地域資源を活かした観光事業の推進との結び付けを目
指していく。
◇ふるさと納税制度の改正による特典およびＰＲの強化を提言
※平成２０年～２５年までのふるさと納税額は約２２００万円。

※平成２７年度は、この提案による特典の再検討により１年で５年分の約１０倍、１億１７
００万円となる。うち１億１千万円で「ふるさと輝き基金」を創設した。
◇保育園の完全給食の実現（３歳以上の園児を含む）を提案
◇学校周辺の通学路のＬＥＤ化の推進に向けて
※この質問を踏まえ山梨小周辺（６８ケ所）に続いて、日下部小周辺（７５ケ所）等の市設
置の街燈がＬＥＤ化推進と併せた、「ＬＥＤ化の更改補助制度」を創設した。
◇牧丘、三富地域の小学校の統合について
◇過疎地域の除雪機の配備等に向けた計画と助成制度について提案しました
※この質問を踏まえ、Ｈ２７年度中に除雪機購入計画など組み込んだ過疎計画の見直しに取
り組み、区、自治体からの購入助成制度を創設した。

Ｈ２７年６月議会（一般質問）

◇畑地帯総合整備事業の推進について（事業推進のための予算確保について）
◇まちづくり推進職員の派遣・「地域づくり制度の」新設の提案をしました
◇新焼却施設運用開始と市内の粗材ゴミの中継施設の設置にむけて
※山梨市南地区に中継施設を建設する
◇超高齢社会における地域福祉事業の充実にむけて
◇住宅火災を想定した危機管理体制の構築について
（狭隘道路等の解消に向けた対応策について考え質す）

Ｈ２７年９月議会（一般質問）

◇景観条例の制定に向けて＝Ｈ２８年１２月景観条例を制定
※市は景観計画および景観条例に基づき太陽光発電施設（色合いへの配慮等）に関する事項
を追加し、農山村の景観を守っていく。
◇国土強靭化計画の推進と人材育成について
・地域防災を意識した地域防災リーダ―の養成等
◇マイナンバー制度の導入と市のセキュリティー対策について
◇市所有の美術品の適正管理、活用策について
※牧丘庁舎の改修に合わせた展示室等の充実を図る
◇全国学力・学習調査の公表方法について

Ｈ２８年３月議会（一般質問）

◇都市計画区域南反保の開発の推進について
◇企業誘致担当（商工労政課）の設置とその役割について
・企業誘致を目指す基本戦略、および部外有識者等の指導体制の構築等について
◇旧市役所跡地の活用策について
※県立大学薬学部構想は厳しいとの判断
◇公共施設の計画的な整備および管理運営のあり方について
◇牧丘・勝沼病院の統合の動きと医療体制の充実について

Ｈ２８年６月議会（代表質問）

◇２００億円に迫る山梨市一般会計予算について
・身の丈に合った予算規模を
・財政調整基金の取り崩し等について
◇不安を抱える高齢者生活の政策について
・下流老人が増えている。そうした現状と課題について
・福祉の制度やサービスを受けやすい環境整備、ＰＲが重要
◇都市計画道路の見直しについて（北中西通り線の指定解除等）
◇野背坂線の開通に伴う、沿線地域の活性化および牧丘、三富地域の空き公共施設の活用に
ついて
◇ユネスコ・エコパークの登録推進と生態系の保全について
◇山梨市「わがまちづくり」の計画、ミズベリング構想について
◇「学力日本一」を目指すための教育行政の運営について

Ｈ２８年９月議会（一般質問）

◇学校給食の無料化に向けて
◇入学支援の充実（３万円および第２子までの拡大を）
※市は第２子までの拡大を含め検討したい
◇学校教育環境の整備に向けて「ふるさと輝き基金」活用を
・３０人学級の実現および支援員等の人的充実を
・ＩＣＴ教育を全校で推進について
・吹奏楽部の高額楽器の整備に向けた予算化および新たに創設した「ふるさと輝き基金」を
活用した教育環境の整備を
※市は「高額楽器購入助成制度」創設を検討したい
◇第２次水道ビジョンと水道使用料の見直し等について

Ｈ25.12 議長の任につく(副議長として）

H26.6 スーシティ市教育長と
姉妹都市10周年記念植樹

岩手橋周辺整備と架け替えの検討を

ふるさと納税・特典ワイン
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◆第９代「副議長」に就任（平成２５年５月１５日～平成２６年６月２６日）
◇教育民生常任委員会　委員長（平成２７年６月～平成２７年６月）
◇決算特別委員会　委員長（平成２７年９月定例会）
※副議長は本会議での質問は自粛されておることから、就任期間中は会派の代表質問者に質
問事項を託しました。
◇特別会計の国保財政調整基金と一般会計からの法定外繰入金について
◇医療費を抑制する対策について
◇介護老人施設への入所待機問題の対策について
◇山梨市のまちづくりについて
◇公共施設は白書について
◇クリーンエネルギーの推進について
◇市長が掲げる「元気創造プロジェクト」の推進等について・・・等々

　Ｈ２６年９月議会（代表質問）

◇平和行政の推進について
・核兵器廃絶平和都市宣言に対する市長の考え方
・平和行政の推進の具体的な取り組み
◇財政の健全化の取り組み
◇公共施設の管理運営および今後の公共施設のあり方について
・Ｈ２８年度には公共施設等総合管理計画の公表について
◇市立産科医建設について
◇職員の人材育成および新規採用等について
・男女雇用機会均等法に基づく、夫婦共稼ぎが続けられる職場環境整備について
・再任用制度の推進について
・新規採用者、保健士、保育士、栄養士、建築士等専門職の充実を
◇岩手橋等周辺整備と市道七日市場１号線の強化推進について
※市は平成３１度開通予定西関東連絡道路岩出ランプ意識し、岩手橋の架け替えを含め、甲
州市との連絡強化型幹線に位置付けられている甲州市と連携し、県に働きかけていく。
◇甲府・峡東地域ごみ処理施設の操業について
・輸送体制と中継基地建設の財政措置のあり方
・ゴミ処理取集回数、袋の価格の統一
◇ごみの減量化とエコ推進の取り組み（水切り運動の推進）

Ｈ２６年１２月議会（一般質問）

◇牧丘、三富地域の小学校の統合方法、スケジュールについて
◇三富保育園のあり方・統合について
◇中期財政見通に基づく財源確保、収入増対策について
・未利用地の売却の考え方（雑種地、宅地、水道施設未利用地）
◇任期付職員の採用と給与の特例に関する条例について
◇市立産科医の基本構想について
・医療施設の整備内容と産後ケア施設の考え方
◇過疎地域の除雪機の配備および購入補助を提案
※前向きに検討する

Ｈ２７年３月議会（一般質問）

◇地域資源〈葡萄等〉を活用したワイン特区のまちづくりを提案
※今後はワイナリーリゾート構想など地域資源を活かした観光事業の推進との結び付けを目
指していく。
◇ふるさと納税制度の改正による特典およびＰＲの強化を提言
※平成２０年～２５年までのふるさと納税額は約２２００万円。

※平成２７年度は、この提案による特典の再検討により１年で５年分の約１０倍、１億１７
００万円となる。うち１億１千万円で「ふるさと輝き基金」を創設した。
◇保育園の完全給食の実現（３歳以上の園児を含む）を提案
◇学校周辺の通学路のＬＥＤ化の推進に向けて
※この質問を踏まえ山梨小周辺（６８ケ所）に続いて、日下部小周辺（７５ケ所）等の市設
置の街燈がＬＥＤ化推進と併せた、「ＬＥＤ化の更改補助制度」を創設した。
◇牧丘、三富地域の小学校の統合について
◇過疎地域の除雪機の配備等に向けた計画と助成制度について提案しました
※この質問を踏まえ、Ｈ２７年度中に除雪機購入計画など組み込んだ過疎計画の見直しに取
り組み、区、自治体からの購入助成制度を創設した。

Ｈ２７年６月議会（一般質問）

◇畑地帯総合整備事業の推進について（事業推進のための予算確保について）
◇まちづくり推進職員の派遣・「地域づくり制度の」新設の提案をしました
◇新焼却施設運用開始と市内の粗材ゴミの中継施設の設置にむけて
※山梨市南地区に中継施設を建設する
◇超高齢社会における地域福祉事業の充実にむけて
◇住宅火災を想定した危機管理体制の構築について
（狭隘道路等の解消に向けた対応策について考え質す）

Ｈ２７年９月議会（一般質問）

◇景観条例の制定に向けて＝Ｈ２８年１２月景観条例を制定
※市は景観計画および景観条例に基づき太陽光発電施設（色合いへの配慮等）に関する事項
を追加し、農山村の景観を守っていく。
◇国土強靭化計画の推進と人材育成について
・地域防災を意識した地域防災リーダ―の養成等
◇マイナンバー制度の導入と市のセキュリティー対策について
◇市所有の美術品の適正管理、活用策について
※牧丘庁舎の改修に合わせた展示室等の充実を図る
◇全国学力・学習調査の公表方法について

Ｈ２８年３月議会（一般質問）

◇都市計画区域南反保の開発の推進について
◇企業誘致担当（商工労政課）の設置とその役割について
・企業誘致を目指す基本戦略、および部外有識者等の指導体制の構築等について
◇旧市役所跡地の活用策について
※県立大学薬学部構想は厳しいとの判断
◇公共施設の計画的な整備および管理運営のあり方について
◇牧丘・勝沼病院の統合の動きと医療体制の充実について

Ｈ２８年６月議会（代表質問）

◇２００億円に迫る山梨市一般会計予算について
・身の丈に合った予算規模を
・財政調整基金の取り崩し等について
◇不安を抱える高齢者生活の政策について
・下流老人が増えている。そうした現状と課題について
・福祉の制度やサービスを受けやすい環境整備、ＰＲが重要
◇都市計画道路の見直しについて（北中西通り線の指定解除等）
◇野背坂線の開通に伴う、沿線地域の活性化および牧丘、三富地域の空き公共施設の活用に
ついて
◇ユネスコ・エコパークの登録推進と生態系の保全について
◇山梨市「わがまちづくり」の計画、ミズベリング構想について
◇「学力日本一」を目指すための教育行政の運営について

Ｈ２８年９月議会（一般質問）

◇学校給食の無料化に向けて
◇入学支援の充実（３万円および第２子までの拡大を）
※市は第２子までの拡大を含め検討したい
◇学校教育環境の整備に向けて「ふるさと輝き基金」活用を
・３０人学級の実現および支援員等の人的充実を
・ＩＣＴ教育を全校で推進について
・吹奏楽部の高額楽器の整備に向けた予算化および新たに創設した「ふるさと輝き基金」を
活用した教育環境の整備を
※市は「高額楽器購入助成制度」創設を検討したい
◇第２次水道ビジョンと水道使用料の見直し等について H28.9 山梨北中「光輝祭」吹奏楽部H28.9 山梨北中「光輝祭」吹奏楽部

H28.4 笛川小開校式 

H27.4 後藤知事と予算要求、輿石副議長に説明

H28.11 甲府・峡東地域ごみ処理場
（甲府市境川）

H28.6 牧丘庁舎改修事業視察

H28.10 ＮＰＯ活動・地元保育園児との農業体験

H28.4 笛川小開校式 

H27.4 後藤知事と予算要求、輿石副議長に説明

H28.11 甲府・峡東地域ごみ処理場
（甲府市境川）

H28.6 牧丘庁舎改修事業視察

H28.10 ＮＰＯ活動・地元保育園児との農業体験
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